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【 ユーロ/円、10 年ぶりの「大相場」達成も間近に 】 
 
8 月 23 日付の当レポートで、筆者は年間変動率の観点から、半ば期待を込めて「ユーロ/円は 10 年ぶり
の大相場へ」－－とレポートした。すると、周知のように 10 月以降のユーロ/円は右肩上がり。ユーロ高・
円安の進行を受けて、年間変動幅そして同率も急上昇している。惜しいところで変動幅、変動率とも昨年
をいまだ上回れずにいるものの、年末までまだ残り 2 ヵ月近く残すだけに一段の変動余地もありそう。是
非とも、「10年ぶり大相場」を達成することを期待している。 
 
◎変動幅はあと 37銭と完全に「射程圏内」 
 
ユーロ/円の話をする前に、ドル/円についても触れておくと、10 月 31 日に高値 151.72 円を示現し、前回
レポート時から年初来高値を大きく更新した。それを受け年間変動幅は 24.50円、同率は 18.70％へと達し
ている（注；11月 7日現在、下表参照）。 
ちなみに、再三再四レポートしているように昨年が変動相場制以降で最高クラスの年間変動を記録したこ
とで、さすがに昨年には及ばないものの、それでも 2000 年以降と期間を絞った場合に今年は第 3 位の変
動幅だ。さらに 2 位は 2008 年に記録した 24.79 円なので、その差はわずか 29 銭。完全に視界内へと捉
えられている感も否めない。 
 
足もとは、米金利引き上げ観測の後退や神田財務官の「介入スタンバイ」発言などもあり、ドルがやや上
げ渋っている感もあるが、まだまだ油断は禁物だろう。このあと年末に掛けて 152 円台に接近あるいは超
えてくるようだと、前述した 2008年を上回る第 2位の変動達成－－ということになる。 
 
一方、今年は実勢相場が円絡みで主導していることを象
徴するように、ドル/円以外のユーロ/円やポンド/円とい
ったクロス円の年間変動幅や同率も記録的なものに。実
際、以前レポートしたように、今年のポンド/円の変動幅
はすでに 31円超。それを受け、「2016年以来の大相場」
を達成済みだ。 
 
そうしたなか、やや出遅れていた感のあったユーロ/円
は前述したようにここ最近怒涛の巻き返し。実勢相場が
15年ぶりとなる 160円台を示現、価格変動の観点でも変
動幅そして変動率ともほぼ昨年に匹敵するレベルへと達
してきた。そして仮に超えると、2013 年以来の「大相場」
達成になる。 
 
さすがに 2008 年に記録したユーロのヒストリカル・ハイ、
169.97円への年内到達は難しいと見られるが、勢いを考
えると昨年を超えての「10 年ぶり大相場」は必ずしも夢
物語ではないだろう。 
8 日付の日経新聞でも少しだけ触れられていたように鈴
木財務相や神田財務官などの対応はというと、ドル/円
における円安は「過度」ともいえるぐらい敏感に反応する
のだが、ユーロ/円については完全にスルー。事実、先
で取り上げた 15 年ぶりの高値 160 円台を示現しても何
のコメント、「円安けん制発言」のひとつも発せられてい
ない。そうした意味合いも含め、ドル/円以上に円の売り
安心感が強いことで、「まだまだユーロ/円には上値追い
の余地がある」と思っている。（了） 
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